
鉄筋コンクリート造ト形柱・梁接合部の立面形状と復元力特性

都市・建築学専攻 リハビリテーション工学研究室

加力装置研究の背景

研究の目的

実験結果

現在のさまざまな設計要求に対して梁せいと柱せい
が異なるRC造ト形接合部が存在する

鉄筋コンクリート造建物

梁を長くするには？ト形接合部

鉛直ジャッキ
一定軸力

加力ジャッキ
押し引き600kN

水平ジャッキ
柱頭位置維持
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①接合部せん断破壊型では縦長ほど剛性低下

②梁曲げ降伏後も接合部損傷が進行してせん断破壊

大きな窓を開けるには？

大開口

大スパン

せん断応力度

せん断変形角

最大耐力点

ひび割れ点

接合部の復元力特性

剛性

横長

正方形接合部

長方形接合部
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立面形状を無視した計算値
実験の剛性 せん断ひび割れ

横補強筋降伏

最大耐力

梁主筋降伏
柱主筋降伏

横長

横長

縦長

縦長

縦長

接合部せん断応力度とせん断変
形角の関係のこと

τ＝ Vj／bjDj

bj

Dj

接合部有効
断面積

※せん断応力度
接合部にかかるせん断力を断面
積で割ったもの

接合部せん断力Vj

※せん断変形角

平行四辺形を仮定した時の角度

接合部せん断変形角γ

γ

復元力特性について 破壊モードについて

接合部せん断破壊型V

接合部のせん断ひび割れが開き
破壊していく

梁曲げ降伏先行型M

梁が曲げモーメントによって降伏
強度に達する

接合部中央の斜め
ひび割れ

接合部せん断破壊

梁の曲げひび割れ

梁主筋降伏
③曲げ降伏先行型でも縦長ほど剛性低下
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形状や壊れ方が違うと接合部に
はどんな影響が出てくるかな?？

④立面形状が同じ接合部では破壊モードによらず等しい

立面形状や破壊モードの
影響

耐震安全性への影響は不明

実験により検証

柱せい

梁
せ
い

柱せい大

梁
せ
い

梁
せ
い
大

柱せい

研究主担当者：三本菅


